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研究成果の概要（和文）： 本研究では，軽度発達障害児に対する運動効果を多角的に調査，分析することを主たる目
的とした．また，一方で，健常者の子ども達における運動効果に関しても分析し，単に体力の向上，発達だけには留ま
らず，動きの巧みさや心理面などの非認知スキルに対する影響も分析した．運動が苦手な子ども達への運動指導におい
ては，嫌いだ，イヤだというこれまでの状況を打破するような効果的な指導プログラムを開発することができた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop short-term guidance programs for 
children who rarely exercise and to verify the guidance effect. However, this program has been devised 
with an emphasis on ease of use, so that teachers and leaders can implement it anywhere.
 As demonstrated by the above results, this program is an effective way to improve motor ability and the 
activities of running, jumping, and throwing for children who rarely exercise.

研究分野： 子ども学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 身体活動の不足は，脳の健全な発達を阻害
し，その影響で身体的にも精神的にも発達の
遅延現象をもたらす危険性がある．近年は，
出産後も積極的に他者との関わりを持たな
い，持てない保護者が増えている．その影響
を受けて乳幼児も非活動的に育てられる場
合が多く，極度に刺激を受けないために脳の
発達遅延が生じているケースが多くあると
考えられる． 
 一方で，児童期に運動経験の過度な不足か
らくる，運動の苦手で，興味の無い子ども達
の増加も大きな問題となっている．この問題
は，いずれは，成人の健康問題に発展すると
考えられるため，早急に解決策を見出さねば
ならない． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，幼少年期の“ちょっと気になる
子”に対して定期的な運動プログラムを与え，
さらにその後も継続的に日常生活で身体活
動量を確保した場合の運動効果について身
体的，精神的および社会的側面から検証する
ことを主たる目的とした． 
 
３．研究の方法 
 運動や体育の苦手な小学 4 年生 28 名（男
子：14 名，女子：14 名），小学 3 年生 12 名
（男子：5名，女子 7名）の計 40 名であった．
対象者は，研究協力校の担任教諭が推薦し，
かつ児童本人とその保護者から参加希望が
あった者を参加の対象とした．なお，全参加
者には事前に学校で行われた新体力テスト
の結果を提示させ，運動能力レベルが低いこ
とを確認した． 
 本指導プログラムは，1 日 2 時間の活動を
3 日間行うものとした．また，指導内容，手
順，安全管理は複数名（5 名程度）の教諭や
指導者が共同して取り組むことを前提とし
て計画した． 
 本プログラムの指導効果を検証するため，
プログラム実施前（Pre-test）とプログラム
実施後（Post-test）に 6 項目の運動能力テ
スト（20m 走，20m 往復ジグザグ走，立ち幅
跳び，両足三連続跳び，1 号球ソフトボール
投げ，2号球ドッジボール投げ）を実施した． 
 量的な評価だけでなく，質的な変化を検証
するため，Pre-test と Post-test 時に撮影し
た走，跳，投動作の観察的評価を実施し，比
較検討を行った．なお，評価は中村ら(2011)
の評価基準を参考に専門家 5名が行い，その
平均評価値を各動作の代表値とした． 
 さらに，プログラム終了直後に意識変化を
問う 9項目および終了 2ヶ月後に意識と行動
変容を問う 6項目（郵送）のアンケート調査
をそれぞれ実施し，参加児童の心理面および
運動遊び習慣へのプログラム効果を検証す
る指標とした． 
 
４．研究成果 

 運動能力テストに関する比較検討の結果，
ジグザク走，両足三連続跳び，ソフトボール
投げおよびドッジボール投げテストにおい
て有意な差異が認められ，Post-test の方が
優れた値を示した． 
 観察的動作評価テストに関するプログラ
ム前後の比較検討の結果，走，跳，投動作全
てにおいて有意な向上が認められた． 
 運動能力テストにおいて本指導プログラ
ムの効果を検証した結果，ジグザグ走，両足
三連続跳び，ソフトボール投げおよびドッジ
ボール投げの4種目において有意に記録が向
上した．塩川ら(1998)は，方向転換角度の大
きいジグザグ走のタイムと直線走のタイム
との関係には，相関関係がみられないと報告
している．高木(2013)はジグザグ走について，
走能力を測定する指標でありながら，50m 走
とは異なる方向転換能力が求められる種目
であると述べている．つまりジグザグ走にお
ける有意な記録の向上は，方向転換などの身
のこなしが上達した結果であると推察され
る．これには，本プログラムで実践したコー
ディネーション運動が効果的であったと考
えられる．コーディネーション運動では，ラ
ダーを用いたトレーニングやスラローム走
などを実践した．スラローム走においてはジ
グザグに走りぬけることから，ジグザグ走に
似た運動であり，何回もスラローム走を経験
したことが身のこなしを上達させたと考え
られる． 
 図 1および図 2は本プログラム終了後に尋
ねた項目の結果である．事前に尋ねた運動や
スポーツへの関心に関して参加者の約 70%が
否定的であったが，今回のプログラムを通し
て，「とても好きになった(64%)」「少し好き
になった(33%)」と肯定的であった割合は 97%
にも及んだ．また，運動に対する自信がつい
たかという問いに関しても，92%の参加者が
自信をつけたと回答したことから，感じ方や

意識に変容に関して個人差はあるものの，概
ねほとんどの参加者に好影響があったと思
われる．この結果が，一時的なものかどうか
の確認と実際の生活場面での行動変容にど
のような影響を及ぼしたのかを確認するた
め，プログラム終了 2か月後に全参加者にア
ンケート調査を実施した．図 3 及び図 4 は，
その結果を示している．運動遊びや外遊びの
行動変容に関して，「とてもするようになっ
た(38%)」「ややするようになった(38%)」と 2
か月後でも変容が継続している割合は 76%で
あった．また，プログラムで身に着けた自信



は 97%の割合で残っていることが確認された．
これらの結果から，運動能力や動作様式の向
上だけでなく，参加者の運動習慣や心理的変
容にも好影響を及ぼし，プログラム後には，

大半が運動に対する興味や関心を増加させ，
自信を持って活発に活動するようになった
と言えよう．  
 分析結果には数値として現れにくいが，今
回のプログラムを通して，運動遊びが子ども
たちにとって何物にも代えがたい教材であ
ることを改めて実感した．また，運動が苦手
な子どもたちにとっても提供の仕方によっ
ては興味，関心，自信を高めることができ，
体力・運動能力向上にも繋がると思われる．
このような点を考慮すると学校現場におい
ても時には運動能力別の体育授業開催もあ
っても良いと感じた．二極化が危惧される時
代だからこそ，子ども各自のレベルに応じた
場面における運動経験が楽しさや関心を身
につけさせ，生涯に渡る運動やスポーツへの
参加に繋げられると感じた． 
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